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雨水に関する補助金があります
雨水の有効利用による地下水保全のため、雨水タンクや雨水浸透ますを設置する

人に補助金を交付しています。
雨水タンクは雨水を貯めて庭木の水やりや洗車などに利用するもので、地下水保

全だけでなく水道代の節約にも効果的です。
雨水浸透ますは雨水を地下へ浸透させる装置で、雨水の流出を抑制し、水害軽減

や地下水の涵
かん

養
よう

に繋がります。

購入前に効果や利便性を確かめるため、電動式生ご
み処理機の貸し出しを行なっています。
台数に限りがありますので、事前に空き状況をお尋

ねください。
貸し出し機種など詳しくは市ホームページをご確認

ください。

市ではごみ減量化を図るため、生ごみ処理機器を購
入した人に補助金を交付しています。
▶対象製品
電動式生ごみ処理機（シンク一体型を除く）、
コンポスター、EM容器

▶補助内容
購入金額の2分の1（100円未満切り捨て）

▶上限
・電動式生ごみ処理機� 3万円
・コンポスター、EM容器� 4千円

詳しくは市ホームページをご確認
ください。

地下水位のリアルタイム配信
県では合志市や菊陽町原水（セミコンテクノパーク内）と熊

本市水前寺の地下水位をリアルタイムで配信しています。県
ホームページでいつでも確認することができます。詳しくは
県ホームページをご確認ください。

対象製品 補助上限 補助内容

雨水タンク

・�雨水タンクなどの名称で一般に販売され
ているもの

・有効貯水量が50L以上
※1住宅当たり1基まで

容積200L以上
35,000円 工事費を含む本体価格（千円未満切り捨て）

容積200L未満
24,000円

工事費を含む本体価格の1/2（千円未満切
り捨て）

雨水浸透ます 雨水の地下浸透を目的とした装置
※既存の1住宅当たり4基まで

1基当たり
15,000円 設置に要した額（千円未満切り捨て）

申請要件など詳しくは市ホームページをご確認ください。

電動式生ごみ処理機の
 貸し出しをしています

生ごみ処理機器の
 購入補助をしています
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法
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事
例
1

知
人
に
誘
わ
れ
健
康
食
品
の
セ
ミ
ナ
ー

に
行
っ
た
。
入
会
す
れ
ば
1
割
引
で
商
品

が
購
入
で
き
、
そ
の
商
品
を
他
の
人
に
売

れ
ば
利
益
が
得
ら
れ
る
と
い
う
話
で
あ
っ

た
。
高
額
だ
っ
た
が
、
い
い
商
品
だ
か
ら

す
ぐ
に
元
は
取
れ
る
と
言
わ
れ
た
の
で
健

康
食
品
を
購
入
し
た
。
そ
の
場
の
雰
囲
気

で
契
約
し
た
が
高
額
な
契
約
を
後
悔
し
て

い
る
。
解
約
し
た
い
。

�

（
40
代　

女
性
）

解
説連

鎖
販
売
取
引
と
は
商
品
の
購
入
や

サ
ー
ビ
ス
を
有
償
で
受
け
、
組
織
の
会
員

と
な
り
、
別
の
消
費
者
に
商
品
の
販
売
や

組
織
に
加
入
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
こ
と

で
、
利
益
を
得
て
組
織
を
拡
大
さ
せ
る
販

売
方
法
で
す
。
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
の
相
談
の
他

に
も
、
投
資
や
副
業
な
ど
の
相
談
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
て
か
ら
20
日
以
内
で
す
。
ま
た
契
約

か
ら
1
年
以
内
で
あ
れ
ば
中
途
解
約
も
で

き
ま
す
。
条
件
は
あ
り
ま
す
が
商
品
の
返

品
も
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

近
し
い
人
か
ら
誘
わ
れ
た
ら
断
り
に
く

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
い
か

ず
、
在
庫
や
借
金
が
残
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
借
金
し
て
ま
で
契
約
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

事
例
2

高
校
時
代
の
友
人
に
、
投
資
に
興
味
が

あ
る
な
ら
話
を
聞
き
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ

カ
フ
ェ
に
行
っ
た
。
自
動
売
買
ツ
ー
ル
を

使
っ
て
取
り
引
き
す
れ
ば
簡
単
に
儲
か
る

と
言
わ
れ
購
入
し
た
。
後
日
、
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
す
る
と
、
実
は
知
人
を
紹
介
す
れ

ば
マ
ー
ジ
ン
が
貰
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
た
。
友
人
を
勧
誘
し
た
が

相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

�

（
20
代　

男
性
）

解
説こ

の
場
合
、
連
鎖
販
売
取
引
に
は
該
当

せ
ず
、連
鎖
販
売
取
引
で
の
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
や
中
途
解
約
が
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
後
出
し
マ
ル
チ
的
な
悪
質
な

ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
解
約
で
き
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

先
ご
ろ
、
人
権
に
つ
い
て
話
す
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
10
代
か
ら
60
代

ま
で
の
32
人
。
ね
ら
い
は『
人
権
問
題
の

現
状
と
重
要
課
題
を
理
解
し
、
自
身
の
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
』で
す
。

前
半
で
は
、
こ
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

い
じ
め
や
虐
待
、
体
罰
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
誹
謗
中
傷
や
、
差
別
を
助
長
す
る

よ
う
な
情
報
の
発
信
。障
が
い
の
あ
る
人
、

外
国
人
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
受
講
者
の
人
た
ち
と
共
に

『
職
場
に
お
け
る
人
権
課
題
』を
テ
ー
マ
に

し
た
D
V
D
を
視
聴
し
、
年
代
や
性
別
、

国
籍
の
多
様
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
た
な
人
権

課
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は「
常
に
相
手

の
立
場
に
立
っ
た
言
動
が
必
要
」「
無
知
・

無
関
心
が
差
別
を
生
む
」「
思
い
込
み
や

決
め
つ
け
が
人
を
傷
つ
け
る
」「
合
理
的

配
慮
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」な

ど
、
多
く
の
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。
社

会
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
は

決
し
て
、自
分
以
外
の〝
誰
か
の
こ
と
〟〝
自

分
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
〟で
は
な
く
、

自
分
に
と
っ
て
も
他
者
に
と
っ
て
も
大
切

な
も
の
で
あ
る
と
、
確
認
し
合
う
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
大

変
有
意
義
な
学
び
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

本
市
で
は
現
在
、
9
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
い
ま
す
。
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
な

研
修
会
や
、
人
権
教
室
、
人
権
相
談
な

ど
、
人
権
の
大
切
さ
を
広
め
る
活
動
を
通

し
て
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
幸
せ
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
は
誰
で
も
幸
せ
に
自
分
ら
し
く
生
き

る
権
利
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
奪
う
の
が
差
別
で
あ
り
、
被

害
に
遭
っ
て
い
る
の
は
、
常
に
弱
い
立
場

の
人
で
す
。
物
事
を『
正
し
く
見
る
。
正

し
く
知
る
。
正
し
く
考
え
る
』。
こ
の
こ

と
を
常
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、

一
人
一
人
が
楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

人権擁護委員
岩
いわ

根
ね

�浩
ひろし
さん
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